


背景・経緯 

 

近畿及び中国地域(２府１２県)の森林資源は、戦後造成された人工林を中心に充実し、半数以上が一般的

な主伐時期（５０年生以上）を迎えており、公益的機能の発揮や地球温暖化防止の観点から、主伐・再造林

による森林資源の循環利用を行う時期に来ています。 

一方で、近年、シカによる森林被害が深刻な状況となっており、再造林後の成林が危ぶまれる状況にある

ことから、低コストで効果的な防護柵の設置や森林被害状況に応じた捕獲方法の実施など、効果的な対策が

求められています。 

また、民有林における間伐やその利用について、林業の採算性の悪化により進んでおらず、造林・保育に

おける低コスト化への期待が高まっています。低コスト化への取り組みの１つとして、今回の検討会では、

列状間伐をとりあげます。 

 

 

内容・意義 

 

こうした中、森林総合研究所関西支所では、これまで近畿中国森林管理局とともに、国有林で各種の実証

試験を行ってきました。その中で、一定の効果が認められたシカ被害防護対策、および低コストで労働安全

の面からも効果が期待できる高性能林業機械を活用した列状間伐の普及を目的に、民有林関係者の方々（府

県・市町村職員、森林・林業研究機関職員、森林整備センター職員、森林組合職員等）を対象とした現地検

討会を、近畿中国森林管理局と共催し、民有林への普及を図ります。本検討会を通じ、近畿及び中国地域の

林業活性化とそれに必要な課題解決に向けた、今後の研究・技術開発の円滑な推進に資するものと期待して

います。 

 



   

平成２９年度シカ被害防護対策並びに列状間伐の普及に向けた現地検討会 

 

１ 開催日時 

  〈第一部〉 平成２９年１０月１２日（木）１３：００ － １５：３０ 

  〈第二部〉 平成２９年１０月１３日（金） ９：２０ － １２：００ 

   

２ テーマ及び目的 

  〈第一部〉 シカ被害防護対策－ シカ被害から植栽木・稚幼樹を守るために － 

    目的：これまで国有林で実証試験を行い、一定の効果が認められたシカ被害防護対策を紹介し、民有

林でのシカ被害軽減に寄与する。 

  〈第二部〉 列状間伐による良い山づくり 

      － 近畿中国森林管理局最初の列状間伐（平成２年実施）実施林から考える － 

    目的：地域によっては普及が進んでいない列状間伐について、実施から25 年以上経過した国有林の

視察や地元森林組合の取組の紹介を通じて、民有林関係者の列状間伐に対する理解を深めるこ

とにより、民有林への普及を図る。 

 

３ 会 場 

  〈第一部〉 大師谷国有林（岡山県備前市） 

         ■集合場所：和気鵜飼谷交通公園駐車場（岡山県和気郡和気町） 

  〈第二部〉 入開山国有林ほか（岡山県新見市） 

          ■ 集合場所：新見郵便局前（岡山県新見市） 

         

 ４ 日 程     

 （１）第一部   ※和気鵜飼谷交通公園駐車場に１２：２０集合、各車で移動。 

    ① 開会挨拶（近畿中国森林管理局森林整備部長）      １３：００－１３：０５ 

          （森林総合研究所関西支所長）  

    ② 日程説明 １３：０５－１３：１０ 

    ③ 防護柵による効果的なシカの防除について             １３：１０－１３：５０ 

              （近畿中国森林管理局森林技術・支援センター）  

    ④ シカ被害対策のための基礎知識について         １３：５０－１４：１０ 

            （森林総合研究所多摩森林科学園） 

    ⑤ 首用くくり罠の有効性等について          １４：３０－１４：５０ 

              （近畿中国森林管理局森林技術・支援センター）  

    ⑥ 意見交換                     １４：５０－１５：３０ 

 

 （２）第二部   ※新見郵便局前に８：００集合、マイクロバスで移動。 

    ① 開会挨拶（近畿中国森林管理局森林整備部長）     ９：２０－ ９：２５ 

    ② 日程説明                                           ９：２５－ ９：３０ 

    ③ 民有林による列状間伐の取組について             ９：３０－１０：３０ 

          （新見市森林組合）                 

    ④ 列状間伐による良い山づくり                １０：４５－１１：４５ 

             （近畿中国森林管理局森林技術・支援センター）  



    ⑤ 意見交換                      １１：４５－１２：００ 

 

５ 出席者（想定する対象者） 

     府県、市町村、研究機関、森林整備センター、森林組合、林業事業体等、民有林関係者 

 

【注意事項】 

・林内に入りますので、ヘルメット、長靴、防蜂網等を各自でご準備いただき、安全な服装・装備で

ご参加ください。 

・会場の駐車台数に限りがあるため、取材に来られる場合は、事前に担当者へご連絡ください。 


